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SANRISE9500V

●最大30丁バイト

●最大4ポート

●最大146Gバイト×224HDD

●最大4Gバイトキャッシュ ]口

･分散環境における中規模ストレージコンソリデーション

$漉柑

圏
SANRISE

9500V

NAS

SANRISE

9500V 潜
注:略語説明 SAN(StorageAreaNetwork),HDD(HardDiskDrive)

｢SANRISE9500Vシリーズ+が実現するストレージシステム

このシステムは,皇宮な機能と柔軟な構成･ソリューションにより,多様なニーズにこたえることができる｡一例として,耐災害性の向上と運用の高効率化,ストレージ資源の一元管

理化といったストレージコンソリデーションを,分散した中規模ストレージ環境で実現する｡

ミッドレンジ市場へのSAN(StorageAreaNetwork)

の浸透に伴い,中規模のストレージコンソリデーション

ヘのニ1ズが増加している｡そのため,日立製作所は,

コンパクトな筐(きょう)体で高性能を実現するモジュ

ラー型のディスクアレイ装置｢SANRISE9500Vシリーズ+

を開発した｡ストレージ管理ソフトウエア``JPl/HiCom_

mand''との連携により,ストレージ運用管理の簡素

化･自動化によるTCO(TotalCostofOwnership)の

削減を図っている｡

高さ3∪汝)(約133.4mm)の標準19インチ(約

4臥3cm)ラック用筐体を採用したこのモデルは,性能

や容量における顧客ニーズに対応した柔軟性あるサブ

欝
はじめに

近年,大規模なデータセンタでストレージの運用や管理コス

トを著しく低減するストレージコンソリデーションの成功事例が

多数見受けられることから,企業の部門ごとに分散していた

システム構成がとれる｡モジュラー型ディスクアレイと

してクラス最高の高密度実装を実現し,サブシステム

当たり最大30Tバイト(RA】D5)の提供が可能である｡

ストレージプール機能,ディザスタノカバリ支援機能や

24時間無停止バックアップ支援機能などの,コントロー

ラで実現する高機能も備えている｡また,低価格ニー

ズに対応するためのエントリ向けのセットモデルもライ

ンアップに追加した｡ハイエンド市場向け｢SANRISE

9900Vシリーズ+とともに,日立製作所のストレージソ

リューションコンセプト"True North''の実現を強力に

サポートする｡

各種システムのデータを1か所に集約するといった,中小規模

のストレージコンソリデーションに対する要望が増加している｡

米国などでは,ストレージ製品の最適配置,効率運用を求め

る傾向が強まり,分散した中規模ストレージのネットワーク化に

※)1U=1EIAUnit=44.45mm

日立評論2003･3l19



llウ〉0】一85No.3

高性能･コンパクトなモジュラーストレージ

･筐体サイズ3∪の高性能ストレージ

･ランダム性能3倍以上(日立製作所従来機比)

●シーケンシャル性能2倍以上(日立製作所従来機比)

･サブシステム当たり最大224HDD(30Tバイト,RAtD5構成)

･増設が容易なモジュラー型

統合ストレージ管≡哩

●ストレージ運用管理の簡素化と自
TCOの削減

●JPl/HiCommandとの連携

｢グリーンストレージ+

･環境に優しいストレージ

･グノーン購入法*の基準を大きくクリア

≡

FCSAN

SANRISE-
藷

高機能･高信頼性

9500Vンリース～

動化による

哀葉
蕪/ン′蔓

達て､ケ洗L幣∵.,

山二こく､∧ン′

によノノ＼ックノツフとアイザスタノカハノを谷

ストレージコンソリデーションの支援

･ヘテロジニアスプラットフォームサポート

･ストレージコンソリデーションの支援機告巨

PyBas妃など
易に支援

注:略語説明ほか FC(FibreChan=eけ,WAN(WideAreaNetwork),TCO(TotalCostofOwnershjp)

*グリーン購入法とは,環境省によって2001年1月(一部4月)から施行された､国等による環境物品等の調達の推進などに関する法律である｡SANRISE9500Vは,省エネルギー法によ

るエネルギー消費効率において区分Gの目標基準値3.76のところを,0.31を達成(最大構成時)し,大きくグノアしている｡

図1SANRISE9500Vシリーズのコンセプト

SANRISE9500Vシリーズでは,高密度･高性能なハードウエアにさまざまなソリューションを可能にする各種高機能を搭載し,ソフトウエアによる一元化したストレージ管理を提供する｡

よる一元管理も注目されている｡また,ストレージの成長に伴

い複雑化していくシステムに煩わされることなく,ユーザーが

データを効率的に運用,管理することができるシームレススト

レージソリューションがますます必要になっている｡

日立製作所は,これまで培ってきた実績に加え,さらに多

様化するユーザーニーズにこたえるため,新シリーズ"sAN-

RISE9500V”を製品化した｡この製品の特徴は｢省スペース

型･高性能設計+であり,柔軟に構成を組むことのできるモジュ

ラー型製品である｡アレイ内部に組み込まれた各種高機能

により,データストレージに関連した種々のソリューションをハー

ドウェア面から支援する｡システム管理面でも,"JPl/Hi

Command”との連携をベースとしたストレージ管理の簡素

化･自動化に加え,上位シリーズ``sANRISE9900V''と一元

化したストレージ管理を支援している(図1参照)｡

ここでは,｢SANRISE9500Vシリーズ+の特徴と機能につ

いて述べる｡

題｢SANRISE9500Vシリーズ+の特徴と製品ラインアップ

SANRISE9500Vシリーズでは,拡張性･高性能･高信頼性

を備えたハードウェアを提供し,多様化するニーズをサポート

する｡

20+lほ瀾2003･3

2.1小型かつ高密度な筐体で拡張性の高い設計

SANRISE9500Vは,多様化するニーズに合わせてシステ

ム構成を自在に変更でき,少ない初期投資で導入し,増設

ニーズに柔軟に対応できるモジュラー型のストレージサブシス

テムである｡高さ3U(約133.4mm)の筐体サイズ内に,高機

能コントローラを最大2枚と磁気ディスク最大14台,二重化し

た電源ユニットおよびフアンユニット,バッデノユニットを搭載す

ることで,ミッドレンジクラスのストレージ筐体で世界最高クラス

の高密度実装を実現した｡コントローラを内蔵した基本筐体

を性能モジュールと呼び,これと同一サイズで磁気ディスク15

台が搭載できる容量モジュール(増設筐体)を自在に追加し

ていくことで,専用ラック1台当たり最大約23.9Tバイト,サブ

システム当たり最大約30Tバイト(146Gバイト磁気ディスク使

用時,RAID5構成)までストレージ容量を拡張することができ

る｡性能モジュールを複数台使用(複数サブシステム)するこ

とによって性能面での拡張も行えるので,オンラインデータ

ベースなどの性能を重視したシステム構成を省スペースで構

築することができる｡さらに,後述するストレージプール機能に

よl),対ホスト拡張性を拡大するとともに,いっそうの省スペー

ス構成を可能にしている(図2参照)｡

2.2 多様な用途に柔軟に対応する高性能

アーキテクチャの変更や高速コントローラの採用により,日

立製作所の従来機と比較して,ランダム性能で3倍以上,シー
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容量モジュールを増設

圏圏〕増設
(a)容量重視型(容量モジュールを増設)

』〔幣鵠ナ)

皿〔害悪怒レ)

性能モジュールも増設

闊 〕増設
導入時 増設暗

(b)性能重視型(性能モジュールも増設)

図2モジュラーストレージと高い拡張性

容量モジュール(最大容量:2.OTバイト*)と性能モジュール(最大容量:1_8Tバイト*)を使い分けることにより,異なった増設ニーズにも柔軟に対応することができる(*は,RAID5の

場合)｡

ケンシヤル性能で2倍以上の性能をそれぞれ実現した(図3

参照)｡ホスト側とドライブ例のインタフェースに2Gビット/sファ

イバチャネルを採用することで,高速データ転送を吋能にして

いる｡大容量キャッシュメモリ(コントローラ当たり最人2Gバイ

ト)の搭載により,高速Ⅰ/0(入出力)性能が得られるうえ,後

述するCache Management機能によっていっそうの高速化

が周れる｡さらに,日立製作所独白の技術により,RAID5構

成でRAID3方式に匹敵する高速シーケンシャル性能を提供

し,動画などリッチメディアコンテンツのアプリケーションなど

にも幅広く対応することができる｡

2.3｢グリーンストレージ+

SANRISE9500Vシリーズは,省エネルギー法によるエネル

ギー消費効率の目標基準値を人きくクリアし,｢グリーン購入

法+に適合している｡また,容量当たりの設置面積を日立製

作所従来機比で56%に低減したほか,ねじ本数を従来機の

約7割に削減,はんだ付け個所を従来機の約9割に削減する

DBトランザクション読出し性能
最大FCパス/最大HDD

ReadM短S伯LK=1Kバイト

K=〕PS

50

25 従来機比

3倍以上 て買f
シーケンシャル読出し性能

最大FCパス/最大HDD

ReadOnly/BしK=256Kバイト

従来機比

2倍以上

SANRISElOOO SANRISE9570V SANRISElOOO SANRISE9570V

注:略語説明 DB(Database).FC(FibreChannel)

図3SANRISE9500Vのアーキテクチャ

従来機SANRtSElOOOシリーズと比較してランダム性能で3倍以上,シーケンシャ

ル性能で2倍以上の性能を実現している｡

ことにより,それぞれ省資源化,リサイクル可能率の向上,化

学物質の削減に取り組んでいる｡

2.4 無停止連続稼動を実現する高信頼性･高可用性

高信頼性の実現については,デュアルコントローラ搭載に

より,障害の場合にもアプリケーションへの影響を最小限にす

ることができる｡コントローラは,個々のディスクの回復可能な

障害や各種稼動状態を管理している｡また,障害の発生を

事前に予測し,正常なディスク構成の状態で,スペアディスク

ヘ自動的にバックグラウンドでデータコピーを行うことができる

ダイナミックスペア機能により,障害時の性能への影響を梼小

化する｡

さらに,データについては,サーバからのデータに対し,自

動的にデータ保証コードの追加を行うことで保全性を確保し

ている｡保守性については,部品の交換･増設をオンライン中

に実行することが可能であり,万一の障害時にはメールによ

る障害自動通報機能を持っている｡加えて,365日24時間の

遠隔障害監視サービスの提供が可能であり,顧客システムの

安定稼動を遠隔地から支援できる｡

2.5 製品ラインアップ

SANRISE9500Vシリーズでは,柔軟なシステム構成が可

能なモデル"SANRISE9570V''に加えて,導入が容易なセッ

トモデル``SANRISE9530V''もラインアップしている｡

SANRISE9570Vは性能･容量ともに構成変更が柔軟に行

えるモデルである｡数テラバイト級の構成では,業界で最小ク

ラスの高密度･省スペース設置が行え,最大で30Tバイトまで

の拡張が可能である｡このモデルは,中規模クラスのシステ

ムや,小規模でも性能を重視するシステムの要求にこたえる

ものである｡

SANRISE9530Vは固定構成の"SANRISE9531V”,

``SANRISE9532V'',および"SANRISE9533V”の3タイプか

ら選択することができ,容量はそれぞれ202Gバイト,405Gバ

イト,694Gバイトである｡このモデルは,主に単体サーバに接

続させる場合などの小規模,省スペース要求にこたえるスト

日脚盆2DO3-3l21
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令500V

パス管理

LUNセキュリティ

く参 ⑳

LUNManagement,

LUNSecurity

ストレージプール支援

Hitachi

Shadowlmage
Hitachj

TrueCopyBasic

図4SANRISE9500Vシ

リーズの機能

アレイコントローラレベルで搭載

された各種高機能により,ストレー

ジコンソリデーションを支援して

いる｡

Cache

Management
LUN

Expansjon

LU拡張

性能向上

レプリカ作成 遠隔コピー

バックアップ支援

レージである｡構成は事前設定済みであり,装置をシステムに

導入する際の作業短縮を図っている｡また,SANRISE9530V

シリーズ間のアップグレードも可能である｡

3SANRISE9500Vシリーズの機能と適用事例

SANRISE9500Vシリーズでは,アレイコントローラレベル

で実現した各種機能を提供する｡これらの高機能により,複

雑化するシステム環境で,"True North”のコンセプトが目指

すストレージ運用･管理の簡素化･自動化によるストレージコン

ソリデーションの実現を支援する(図4参照)｡

Solaris*1

ホストグループ0

ポート拡張機構

LUNManagement

機能

22】日立評論2003･3

Window$*2

ホストグループ1

HP-UX*3

ホストグループ2

野節翳 野腎預

表
轟

ポートOA ポートOB

コントローラ0

匡壷〕
〔≡覇
Solaris

ストレージプール1

ポート1A

〔壷司
〔壷〕

ポート1B

コントローラ1

〔壷〕
〔壷〕

Windows HトUX

スルージプール2ストレージプール3

SANRISE

9500V

ディザスダノカバリ支援

3.1 ストレージブール機能

LUN Managementは,サブシステム内部のLU(Logical

Unit)とホスト間のデータ入出力経路(パス)の定義およびアド

レス設定を行う機能である｡この機能は,同一プラットフォー

ムであるホスト群を1ホストグループとし,このホストグループご

とに自由にLUを割り当てるものである｡各サーバからは専用

のディスクアレイが接続されているかのように操作できる｡

ホストグループは1物理ポートに対して最大128個の設定が

可能であり,1ホストグループには最大256自のホストが設定で

きる｡これにより,一つの物理ポートに複数のホストが接続可

能なことから,ホスト接続に対する拡張性を拡大している｡

また,ポート拡張機構を用いることにより,SANRISE9500V

の4ポートを最大28ポートに拡張することができる｡LUN

Managementとポート拡張機構により,複数サーバ接続や,

ポート拡張機構

物理ポート数を増加することが可能

(この例では,4ポートー12ポート)

SANRISE

9500V

LUNManagement機能

物理ポートを共用し,複数の

ホストグループとストレージプールを

定義することが可能

図5ストレージプール機能

LUNManagement機能とポート

拡張機構により.複数の部門シス

テムのストレージコンソリデーション

を実現する｡

注:*1Solarisは,米国およびその

他の国におけるSun

Mjcrosystems,lnc.の商標

または登董蔓商標である｡

*2Windowsは,米国およぴそ

の他の国における米国

MicrosottCorp.の登裔商

標である｡

*3HP-UXは,米国Hewletト

PackardCompanyのオペ

レーティングシステムの名

称である｡
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複数の異種サーバが混在した環境の構築を行うことができ,

中～小規模のストレージコンソリデーションを実現する(図5

参照)｡

3.2 ボリュームレプリケーション機能

HitachiShadowImageは,同一ディスクアレイ内部に論理

ボリュームのレプリカ(副ボリューム)を作成する機能である｡

レプリカの作成が完了し,同期を確立した後に,二つのボ

リュームを切り離すことにより,レプリカを他の用途に使用する

ことが可能である｡

代表的な例として,レプリカを用いて,SANに接続した外

部装置(テープアレイなど)へのバックアップを行う｡正ボリュー

ムと切り離しているので,オンライン中の撫停止バックアップが

可能である｡サーバを経由しないため,サーバやLANの負荷

を増やすことなく高速にオンラインバックアップが実行できる

(図6参照)｡

さらに,SANRISE9500Vでは,オンラインヘの負荷を極小

化するオーナ権切換機能をサポートしている｡LUごとに制御

を担うコントローラをバックアップに合わせて自動的に切り換え

る｡図7に示すように,レプリカの作成後,オンライン処理を担

当するコントローラと,バックアップ処理を支援するコントローラ

を並行動作させて,オンラインヘの負荷を極小化する｡

3.3 リモートコピー機能

HitachiTrueCopy Basicは,論理ボリュームの複製を作

データベースサーバ

RAID

ORAC

UNIX*

業務

LAN

バックアップサーバ

RAIDManager

バックアップソフト

UNt

ペア作成･
分割指示

SAN

バックアップ

00

正VoI

オンライン用

副Vol

バックアップ用

HitachiShadowlmage

注:*UNIXは.X/OpenCompanyLimitedが独占的にライセンスしている米国ならびに

他の国における登妄泉南標である｡

図6ボリュームレプリケーション機能

HitachiShadowlmage機能を用いてバックアップシステムを構築することで,オン

ライン稼動中の高速バックアップが可能になる｡

正･副Vol制御

コントローラ コントローラ

分割

正Vo‡

(a)旧方式

副Vol

正Vol制御

コントローラ

l/0

正Vo‡

副Vo制御

コントローラ

/くックアップ

副Vo】

(b)sANRISE9500V

図7オーナ権切換機能

LU単位でのオーナ権切換が可能となり.従来よりもさらに高速なオンラインバック

アップを実現している(､

成し,ファイバチャネルで接続された遠隔サイトにあるディスク

アレイの筐体内にボリュームコピーを行う機能である｡リアルタ

イムでデータの二重化を可能にすることから,メインサイトの障

害時にリモートサイトへの切換を行い,障害による業務への

影響を最小限に抑えることができる(国8参照)｡この製品で

は,ハイエンド製品SANRISE9900Vに搭載された才支術を応

用したリモートコピー方式を採用しており,データ配信,バック

アップデータセンタ運用,ディザスタリカバリシステムの構築な

ど,中規模ストレージの適用分野を拡大する｡

3.4 その他の機能

Cache Management機能では,ユーザーが指定するLU

UNIX･Windowsサーバ

アプリケーションB

RA旧Manager

データ配信

UNIX･Windowsサーバ

アプリケーションA

RAIDManager

データセンタA

データセンタB

SANRISE9500V

データセンタAの複製データ

をデータセンタBで使って

別アプリケーションを起動

図8リモートコピー稚契事例

HitachiTrueCopyBasicの適用により,複数データセンタ間でのデータニ重化が

行える｡
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複数の部門システム

巨喜] 巨喜喜]

RAIDManager

中規模

ストレージ

糸充合

RAIDManager

SAN

業務

正Vo】

オンライン用

+Pl/HiCommandによる

集中管理･監視

RAIDManager

巧塾
ポート拡張機構

バックアップ

副Vo【

バックアップ用

SANRISE9500V

芭【管理コンソール】
JPl/HiCommand

図9推奨構築事例

複数の部門システムのストレージ

コンソリデーションを図っている｡

内の全データをキャッシュメモリに常駐化することにより,その

LUに対するサーバからのリード･ライト処理を高速化すること

ができる｡

サブシステム内に実現したストレージプールについては,

LUN Expansion機能を用いることで,任意のLUリソースを

追加することができる｡容量の拡張だけでなく,RAIDレベル

(RAID5/1/1＋0)の統合･混在も自在に設定が可能である｡

LUN Security機能では,サーバからのアクセスをLUごと

に設定することができる｡この機能を使用することでサーバは

設定されたLUにだけアクセスが許可されるので,予期せぬア

クセスによる性能低下や操作ミスによるデータ破壊などが防止

できる｡

3.5 推奨構築事例

複数の部門システムのストレージコンソリデーションとオンラ

インバックアップ統合を行うシステムとしての推奨構築事例を

図9に示す｡このように,ユーザーのストレージ管理を大幅に

簡素化し,TCOの削減に寄与する｡

感JPl/HiCommandによるストレージ管理

SANRISE9500Vシリーズでは,ストレージ管理ソフトウェア

｢JPl/HiCommandシリーズ+による管理が可能である｡

このソフトウェア群では,上位ディスクアレイシリーズ"SAN-

RISE9900V''の管理も可能であることから,システム内に両機

種を保有するユーザーは,これらを一元的に管理することが

できるようになった｡その結果,混在環境でのシームレススト

レージソリューションにより,管理者の負担を軽減することが

可能となった｡
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おわりに

ここでは,日立製作所が提供するディスクアレイサブシス

テムの中で中小型クラスのストレージニーズに対応する

｢SANRISE9500Vシリーズ+の特徴と機能について述べた｡

日立製作所は,今後も市場ニーズや顧客ニーズの把握に

努め,ハードウェア･ファームウェアの拡張のみならず,ソフト

ウェアとの連携を深めたミッドレンジストレージ製品を提供して

いく考えである｡

参考文献

1)窯須,外:SAN環境の中核を成す｢SANRISEシリーズ+,目立評論,

83,5,367～362(2001.5)

2)高松,外:情報処理システムを‾支えるストレージシステムの技術と利用

動向,口立評論,76,2,130～134(1994.2)

執筆者紹介

毛塚禎子

東∧′叫

ノ指触≒｡
.触

●聯
′恥

魂､遽

2()00年【一丁‾l上製作所入社,情報･通信グループRAIDシステ

ム事業部製品企画部所属

現在,ストレージシステムの製品企酎二従事

E+nail:te-kezし1@grn.str.hit乙1Chi.co.JP

小林正明

1983年口､土製作所入社,情報･通信グループRAIDシステ

ム事業部小型ディスクアレイ設計潔;所属

現在,小ヲモ埋ディスクアレイの設計･開発に従事

E-1Tlail:ma-koba申■g汀LStr.hitachi.co.jp




